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別式が付加きれ新しくなるのみである.

◎はつ7ンヒーレ美馨の#何の思考水盤染

においで典型的にみられるタイプである (紘

19).このタイプの枚挙化は次の3つの特徴

をもつ.一つは､このタイプの数字化が親授

する現象とは理絵そのものである点である.

例えば､怨何の第2水準には固形を命超で謙

輪する (四角形の分類等の)理絵があると甘

え､第3水埠には命滋を始狂する理論がある

と甘え声.第2水埠の命題の理浜は､第3水
準で浜正により洗#的に再組接され休系化

く理絵化)舌れる. この意味でこのタイプの

数学化はすでに存在した理治に対して新しい

環境を8Jり出す寧箪=化と甘える.二つは､こ

のタイプの政学化が長軸の指等により連せら

れる点やある.アハ体験にみるように即座に

教学化が進められるというよ_5なものではな
く､指導が必帯なのである'.三つは､このタ

イプの枚挙化の知見が､班稔方法と青葉で特

徴づけられた思考水草の移行にある点である.

思考水峯の移行において､①のタイプの犠合

のように鼻体的な知鼓も進歩するが､むしろ

特徴的なことは知稚そのものが乾鞄方法に応

じて改められる点で･ある.例えば第 1水準で

は固形と画形の性賞とを区別できない.】正方

形の辺の長さが何じであるという性賞と､菱

形のもつ何t;性賞とは･全くm.のものなので
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ある｡葡2水埠では固形と性東を切り放した

抜染がで書るようになる.そこでは､第 1水｡

串における知鞄が第2水準において放散方法
に応じて改められたと甘える.

これらの数学化は､学習過程の中で複姓に

連鎖し交持して進められる.⑳は､扱う現象

が理絵という規模の轟も大きなものである.

⑳の過程において､①-1,2が漣められる.

続いて現象の規模が大きいのは①-1であり､

㊨-1の過程には'しばしば①-2が含まれる.

現象の規嬢の大きさは数学化の規模の大きき

でもある (注20).数学化の規模が大きいほ

ど､政事化により縛た知見の適用可絶佳は増

大する.

おわりに

従兵､枚挙化といえばゲームとかパズルと

いうように特別な教材に.ついて謙輸されるこ

とが多かったように思う.それに対して本稿

における政学化は､ r活動としての枚挙Jを

学校数学全体の中で実現してゆくことを意､固

している.本稿での政学化の七念程定を追っ

ての考察は､先に述べた rどのような学習過

程が適切かJという問超に対して､数字化の

立場からの示唆を与えるものと思う.
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